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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アプタマーであって、当該アプタマーが、
配列番号:1および配列番号:2と少なくとも70％配列同一性を有するポリヌクレオチド、ま
たは
5’から3’に向けて、3ヌクレオチドを含む第一のステム形成領域、ヌクレオチド配列AAC
を含む第一のループ領域、3ヌクレオチドを含む第二のステム形成領域、ヌクレオチド配
列CCを含む第二のループ領域、2－8ヌクレオチドから成る第三のステム形成領域、1－12
ヌクレオチドから成る第三のループ領域またはスペーサー配列、2－8ヌクレオチドから成
り第三のステム形成領域とともにステムを形成する第四のステム形成領域、ヌクレオチド
Cを含む第四のループ領域、3ヌクレオチドを含み第二のステム形成領域とともにステムを
形成する第五のステム形成領域、ヌクレオチド配列CAGAを含む第五のループ領域、および
3ヌクレオチドを含み第一のステム形成領域とともにステムを形成する第六のステム形成
領域を含むポリヌクレオチドと少なくとも70％配列同一性を有するポリヌクレオチドを含
み、
ここで、当該ポリヌクレオチドが非改変形を含むか、または少なくとも1つのヌクレオチ
ド塩基改変を含む改変形を含み、
当該アプタマーが長さにおいて53ヌクレオチドを超えない、前記アプタマー。
【請求項２】
　5’から3’に向けて配列番号:1、1－18ヌクレオチドから成る変動可能ヌクレオチド配
列またはスペーサー配列、および配列番号:2を含むポリヌクレオチドと少なくとも70％配
列同一性を有するポリヌクレオチドを含む、請求項１に記載のアプタマー。
【請求項３】
　配列番号:3－9のいずれか1つと少なくとも90％配列同一性を有するポリヌクレオチドを
含む、請求項１～２のいずれか１項に記載のアプタマー。
【請求項４】
　ヒトVWFタンパク質に対する当該アプタマーの解離定数（KD）が100ナノモル（nM）未満
である、請求項１～３のいずれか１項に記載のアプタマー。
【請求項５】
　ポリヌクレオチドの5’末端または3’末端にテールヌクレオチドをさらに含み、当該テ
ールヌクレオチドが当該ポリヌクレオチドの連続する3つ以上のヌクレオチドと対を形成
することができず、当該テールヌクレオチド配列が2－12ヌクレオチドから成る、請求項
１～４のいずれか１項に記載のアプタマー。
【請求項６】
　テールヌクレオチド配列がポリヌクレオチドの3’末端に存在し、さらにヌクレオチド
配列(U/T)(U/T)(U/T)(U/T)(U/T)から成る、請求項５に記載のアプタマー。
【請求項７】
　長さにおいて39ヌクレオチドを超えない、請求項１～６のいずれか１項に記載のアプタ
マー。
【請求項８】
　ポリヌクレオチドが、2’フルオロ改変、2’O-メチル改変、5’改変、および3’改変か
ら成る群から選択される少なくとも1つのヌクレオチド塩基改変を含む改変形を含む、請
求項１～７のいずれか１項に記載のアプタマー。
【請求項９】
　ポリヌクレオチドが5’リンカーおよび/または3’リンカーを含む、請求項１～８のい
ずれか１項に記載のアプタマー。
【請求項１０】
　ポリヌクレオチドが安定性作用物質をさらに含む、請求項１～９のいずれか１項に記載
のアプタマー。
【請求項１１】
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　安定性作用物質が、ポリエチレングリコール（PEG）、コレステロール、アルブミン、
およびエラスチン様ポリペプチドから成る群から選択される、請求項１０に記載のアプタ
マー。
【請求項１２】
　安定性作用物質がポリヌクレオチドの5’末端に連結される、請求項１０～１１のいず
れか１項に記載のアプタマー。
【請求項１３】
　請求項１～１２に記載のアプタマーのいずれか1つを含むダイマー、トリマーまたはテ
トラマー。
【請求項１４】
　配列番号:103－180のいずれか1つと少なくとも70％配列同一性を有するポリヌクレオチ
ドを含む、解毒剤。
【請求項１５】
　請求項１～１２に記載のアプタマーのいずれか1つの少なくとも8ヌクレオチドに対して
逆相補性であり、かつ前記少なくとも8ヌクレオチドとハイブリダイズすることができる
配列を有するポリヌクレオチドを含む解毒剤。
【請求項１６】
　医薬担体と、請求項１～１２に記載のアプタマー、請求項１３に記載のダイマー、トリ
マーもしくはテトラマーまたは請求項１４～１５に記載の解毒剤のいずれか1つとを含む
医薬組成物。
【請求項１７】
　対象動物で血餅形成を予防するための医薬の製造における、請求項１～１２に記載のア
プタマー、請求項１３に記載のダイマー、トリマーもしくはテトラマーまたは請求項１６
に記載の組成物のいずれか1つの使用。
【請求項１８】
　対象動物が心房細動を罹患するか、または深部静脈血栓症、卒中、心臓発作、または肺
塞栓症を有するリスクがある、請求項１７に記載の使用。
【請求項１９】
　対象動物で血餅を減少させるための医薬の製造における、VWF標的薬剤の使用。
【請求項２０】
　VWF標的薬剤がアプタマーを含む、請求項１９に記載の使用。
【請求項２１】
　VWF標的薬剤が請求項１～１２に記載のアプタマー、請求項１３に記載のダイマー、ト
リマーもしくはテトラマーまたは請求項１６に記載の組成物のいずれか1つを含む、請求
項１９に記載の使用。
【請求項２２】
　対象動物が深部静脈血栓症、卒中、心臓発作、または肺塞栓症を罹患する、請求項１９
～２１のいずれか１項に記載の使用。
【請求項２３】
　当該アプタマーまたは当該VWF標的薬剤を中和するための医薬の製造における解毒剤の
使用をさらに含む、請求項１７～２２のいずれか１項に記載の使用。
【請求項２４】
　解毒剤が請求項１４－１５に記載の解毒剤のいずれか1つを含む、請求項２３に記載の
使用。
【請求項２５】
　当該対象動物が哺乳動物である、請求項１７～２４のいずれか１項に記載の使用。
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